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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一連の時間の流れを示す表示オブジェクトが表示されるように表示出力部を制御する出
力制御部を備え、
　前記表示オブジェクトは、コンテンツの再生位置を示すインジケータと、複数の該コン
テンツのそれぞれに対応する複数の領域と、を含み、
　前記インジケータは、所定の図形に沿って移動し、所定の時間で前記図形を一周するよ
うに移動する、
　情報処理システム。
【請求項２】
　前記出力制御部は、前記表示オブジェクトに対応する位置へのユーザのポインティング
操作に応じて、前記コンテンツの再生位置を変化させる、
　請求項１に記載の情報処理システム。
【請求項３】
　前記所定の時間は、６０分である、
　請求項１または２に記載の情報処理システム。
【請求項４】
　前記所定の図形は、多角形、楕円または円である、
　請求項１～３の何れか一項に記載の情報処理システム。
【請求項５】
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　前記出力制御部は、コンテンツの再生開始から再生終了までにおける前記インジケータ
の移動範囲に対応して当該コンテンツに対応する前記領域が表示されるように前記表示出
力部を制御する、
　請求項１～４の何れか一項に記載の情報処理システム。
【請求項６】
　前記出力制御部は、実時刻に基づいて前記インジケータの位置を制御する、
　請求項１～５の何れか一項に記載の情報処理システム。
【請求項７】
　前記出力制御部は、前記コンテンツに対応する画像データから抽出された色情報に基づ
いて、前記コンテンツに対応する前記領域の色情報を決定する、
　請求項１～６の何れか一項に記載の情報処理システム。
【請求項８】
　前記出力制御部は、ユーザの操作に基づいて前記複数の領域のサイズを調整する、
　請求項１～７の何れか一項に記載の情報処理システム。
【請求項９】
　前記出力制御部は、ユーザによって所定の切り替え操作がなされた場合、前記インジケ
ータの可動範囲の内側に存在する所定の内側領域の表示を切り替える、
　請求項１～８の何れか一項に記載の情報処理システム。
【請求項１０】
　前記出力制御部は、コンテンツが再生されている間、前記インジケータの可動範囲の内
側に存在する所定の内側領域を回転させる、
　請求項１～９の何れか一項に記載の情報処理システム。
【請求項１１】
　前記出力制御部は、ユーザによって所定の停止操作がなされた場合、前記コンテンツの
再生を停止させるとともに前記所定の内側領域の回転を停止させる、
　請求項１０に記載の情報処理システム。
【請求項１２】
　前記出力制御部は、前記インジケータの可動範囲の内側に存在する所定の内側領域への
オブジェクトを移動させる操作に応じて、前記オブジェクトに対応するコンテンツを再生
対象のコンテンツに追加する、
　請求項１～１１の何れか一項に記載の情報処理システム。
【請求項１３】
　前記出力制御部は、再生対象のコンテンツの再生時間の合計が前記所定の時間を超える
場合、前記表示オブジェクトの表示を変化させる、
　請求項１～１２の何れか一項に記載の情報処理システム。
【請求項１４】
　前記出力制御部は、前記表示オブジェクトの表示の変化として、前記表示オブジェクト
に含まれる前記複数の領域を調整するためのオブジェクトが表示されるように前記表示出
力部を制御する
　請求項１３に記載の情報処理システム。
【請求項１５】
　前記出力制御部は、ユーザによって所定の複数表示操作がなされた場合、第１のコンテ
ンツの再生位置を調整するための第１のインジケータと第２のコンテンツの再生位置を調
整するための第２のインジケータとが表示されるように前記表示出力部を制御する、
　請求項１～１４の何れか一項に記載の情報処理システム。
【請求項１６】
　前記出力制御部は、前記複数のコンテンツに対応する画像データ群の少なくとも一部が
、前記インジケータの可動範囲の内側に存在する所定の内側領域に表示されるように前記
表示出力部を制御する、
　請求項１～１５の何れか一項に記載の情報処理システム。
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【請求項１７】
　前記出力制御部は、再生中のコンテンツに対応する画像データが表示されるように前記
表示出力部を制御し、再生中のコンテンツに対応するテキストデータが表示されるように
前記表示出力部を制御する、
　請求項１～１６の何れか一項に記載の情報処理システム。
【請求項１８】
　前記出力制御部は、前記画像データから抽出された文字列の色情報に基づいて前記テキ
ストデータの色情報を決定し、前記画像データから抽出された色情報に基づいて前記テキ
ストデータの背景の色情報を決定する、
　請求項１７に記載の情報処理システム。
【請求項１９】
　一連の時間の流れを示す表示オブジェクトが表示されるように表示出力部を制御するこ
とを含み、
　前記表示オブジェクトは、コンテンツの再生位置を示すインジケータと、複数の該コン
テンツのそれぞれに対応する複数の領域と、を含み、
　前記インジケータは、所定の図形に沿って移動し、所定の時間で前記図形を一周するよ
うに移動する、
　情報処理方法。
【請求項２０】
　コンピュータを、
　一連の時間の流れを示す表示オブジェクトが表示されるように表示出力部を制御する出
力制御部を備え、
　前記表示オブジェクトは、コンテンツの再生位置を示すインジケータと、複数の該コン
テンツのそれぞれに対応する複数の領域と、を含み、
　前記インジケータは、所定の図形に沿って移動し、所定の時間で前記図形を一周するよ
うに移動する、
　情報処理システムとして機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、情報処理システム、情報処理方法およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、情報通信技術の発展に伴ってコンテンツの種類も多様化してきている。コンテン
ツが再生されている間はコンテンツの再生位置を示す表示オブジェクトが表示されるのが
一般的である（例えば、特許文献１参照）。ユーザは、かかる表示オブジェクトを閲覧す
ることにより、コンテンツの再生位置を把握することが可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１６５３３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、複数のコンテンツが順次に再生される場合も想定される。かかる場合には、複
数のコンテンツと現在再生されているコンテンツとの関係がユーザによってより直感的に
把握されることが望まれる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示によれば、一連の時間の流れを示す表示オブジェクトが表示されるように表示出
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力部を制御する出力制御部を備え、前記表示オブジェクトは、コンテンツの再生位置を表
し、複数の該コンテンツのそれぞれに対応する複数の領域を含む、情報処理システムが提
供される。
【０００６】
　本開示によれば、一連の時間の流れを示す表示オブジェクトが表示されるように表示出
力部を制御することを含み、前記表示オブジェクトは、コンテンツの再生位置を表し、複
数の該コンテンツのそれぞれに対応する複数の領域を含む、情報処理方法が提供される。
【０００７】
　本開示によれば、コンピュータを、一連の時間の流れを示す表示オブジェクトが表示さ
れるように表示出力部を制御する出力制御部を備え、前記表示オブジェクトは、コンテン
ツの再生位置を表し、複数の該コンテンツのそれぞれに対応する複数の領域を含む、情報
処理システムとして機能させるためのプログラムが提供される。
【発明の効果】
【０００８】
　以上説明したように本開示によれば、複数のコンテンツと現在再生されているコンテン
ツとの関係がユーザによってより直感的に把握され得る。なお、上記の効果は必ずしも限
定的なものではなく、上記の効果とともに、または上記の効果に代えて、本明細書に示さ
れたいずれかの効果、または本明細書から把握され得る他の効果が奏されてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本開示の一実施形態に係る情報処理システムの構成例を示す説明図である。
【図２】本開示の一実施形態に係る情報処理システムの構成例を示す説明図である。
【図３】本開示の一実施形態に係る情報処理システムの構成例を示す説明図である。
【図４】本開示の一実施形態に係る情報処理システムの構成例を示す説明図である。
【図５】本開示の一実施形態に係る情報処理システムの機能構成例を示す説明図である。
【図６】本開示の一実施形態にかかる情報処理システム１００によって表示制御されるＧ
ＵＩの例を示す図である。
【図７】本開示の一実施形態にかかる情報処理システム１００によって表示制御されるＧ
ＵＩの例を示す図である。
【図８】本開示の一実施形態にかかる情報処理システム１００によって表示制御されるＧ
ＵＩの例を示す図である。
【図９】本開示の一実施形態にかかる情報処理システム１００によって表示制御されるＧ
ＵＩの例を示す図である。
【図１０】本開示の一実施形態にかかる情報処理システム１００によって表示制御される
ＧＵＩの例を示す図である。
【図１１】本開示の一実施形態にかかる情報処理システムのハードウェア構成例を示すブ
ロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に添付図面を参照しながら、本開示の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１１】
　また、本明細書および図面において、実質的に同一の機能構成を有する複数の構成要素
を、同一の符号の後に異なるアルファベットまたは数字を付して区別する場合もある。た
だし、実質的に同一の機能構成を有する複数の構成要素の各々を特に区別する必要がない
場合、同一符号のみを付する。
【００１２】
　なお、説明は以下の順序で行うものとする。
　１．本開示の一実施形態
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　　１．１．システム構成例
　　１．２．機能構成例
　　１．３．表示制御例
　　１．４．ハードウェア構成例
　２．むすび
【００１３】
　＜１．本開示の一実施形態＞
　［１．１．システム構成例］
　まず、図面を参照しながら本開示の一実施形態に係る情報処理システムの構成例につい
て説明する。図１は、本開示の一実施形態に係る情報処理システムの構成例を示す説明図
である。以下、図１を用いて本開示の一実施形態に係る情報処理システムの構成例につい
て説明する。
【００１４】
　図１に示したように、本開示の一実施形態に係る情報処理システム１００ａは、入力部
１１０ａと、出力部１３０ａと、を含んで構成される。図１に示した本開示の一実施形態
に係る情報処理システム１００ａは、テーブル１４０ａの天面に情報を表示し、テーブル
１４０ａに表示した情報に対して情報処理システム１００ａを使用するユーザに操作をさ
せるシステムである。図１のようにテーブル１４０ａの天面に情報を表示する方式を「プ
ロジェクション型」とも称する。
【００１５】
　入力部１１０ａは、情報処理システム１００ａを使用するユーザの操作内容や、テーブ
ル１４０ａに置かれている物体の形状や模様などを入力する装置である。図１に示した例
では、入力部１１０ａは、テーブル１４０ａの上方に、例えば天井から吊り下げられた状
態で設けられる。すなわち、入力部１１０ａは、情報が表示される対象となるテーブル１
４０ａとは離隔して設けられる。入力部１１０ａとしては、例えば１つのレンズでテーブ
ル１４０ａを撮像するカメラや、２つのレンズでテーブル１４０ａを撮像して奥行き方向
の情報を記録することが可能なステレオカメラ、情報処理システム１００ａを使用するユ
ーザが発する音声や情報処理システム１００ａが置かれている環境の環境音を収音するた
めのマイク等が用いられ得る。
【００１６】
　入力部１１０ａとして、１つのレンズでテーブル１４０ａを撮像するカメラが用いられ
る場合、情報処理システム１００ａは、そのカメラが撮像した画像を解析することで、テ
ーブル１４０ａに置かれた物体を検出することが出来る。また入力部１１０ａとしてステ
レオカメラが用いられる場合、そのステレオカメラには、例えば可視光カメラや赤外線カ
メラ等が用いられ得る。入力部１１０ａとしてステレオカメラが用いられることで、入力
部１１０ａは、深度情報を取得することが可能となる。入力部１１０ａが、深度情報を取
得することで、情報処理システム１００ａは、例えばテーブル１４０ａの上に置かれた手
や物体の検出が可能になる。また入力部１１０ａが、深度情報を取得することで、情報処
理システム１００ａは、テーブル１４０ａへのユーザの手の接触やテーブル１４０ａから
の手の離脱の検出が可能となる。
【００１７】
　また入力部１１０ａとしてマイクが用いられる場合、そのマイクは特定の方向の音声を
収音するためのマイクアレイが用いられ得る。入力部１１０ａとしてマイクアレイが用い
られる場合、情報処理システム１００ａは、マイクアレイの収音方向を任意の方向に調整
しても良い。
【００１８】
　出力部１３０ａは、入力部１１０ａによって入力された、情報処理システム１００ａを
使用するユーザの操作内容や、出力部１３０ａが出力している情報の内容、テーブル１４
０ａに置かれている物体の形状や模様等の情報に応じて、テーブル１４０ａに情報を表示
したり、音声を出力したりする装置である。出力部１３０ａとしては、例えばプロジェク



(6) JP 6414079 B2 2018.10.31

10

20

30

40

50

タやスピーカ等が用いられる。図１に示した例では、出力部１３０ａは、テーブル１４０
ａの上方に、例えば天井から吊り下げられた状態で設けられる。出力部１３０ａがプロジ
ェクタで構成される場合、出力部１３０ａは、テーブル１４０ａの天面に情報を投影する
。出力部１３０ａがスピーカで構成される場合、出力部１３０ａは、音声信号に基づいて
音声を出力する。出力部１３０ａがスピーカで構成される場合、スピーカの数は１つで合
っても良く、複数であっても良い。出力部１３０ａが複数のスピーカで構成される場合、
情報処理システム１００ａは、音声を出力するスピーカを限定したり、音声を出力する方
向を調整したりしても良い。
【００１９】
　また情報処理システム１００ａが図１に示したようなプロジェクション型である場合、
出力部１３０ａに、照明機器が含まれていても良い。出力部１３０ａに照明機器が含まれ
る場合、情報処理システム１００ａは、入力部１１０ａによって入力された情報の内容に
基づいて、照明機器の点灯、消灯等の状態を制御しても良い。
【００２０】
　情報処理システム１００ａを使用するユーザは、出力部１３０ａがテーブル１４０ａに
表示する情報に対して、指などをテーブル１４０ａに置いて操作することが出来る。また
情報処理システム１００ａを使用するユーザは、テーブル１４０ａに物体を置いて入力部
１１０ａに認識させることで、その認識させた物体に関する種々の操作を実行することが
出来る。
【００２１】
　なお図１には図示しないが、情報処理システム１００ａには他の装置が接続されていて
も良い。例えば情報処理システム１００ａには、テーブル１４０ａを照らすための照明機
器が接続されていても良い。
【００２２】
　本開示では、情報処理システムの形態は図１に示したものに限定されるものではない。
図２～図４は、本開示の一実施形態にかかる情報処理システムのさらなる別の形態の例を
示す説明図である。
【００２３】
　図２に示したのは、本開示の一実施形態に係る情報処理システム１００ｂの構成例を示
す説明図であり、テーブル１４０ｂの下から情報を出力部１３０ａに照射させることで、
テーブル１４０ｂの表面に情報を表示させるように構成されているものである。すなわち
、テーブル１４０ｂの面はガラス板や透明プラスチック板等の透明な材質で形成される。
図２のようにテーブル１４０ｂの下から情報を出力部１３０ａに照射させて、テーブル１
４０ｂの天面に情報を表示する方式を「リアプロジェクション型」とも称する。図２に示
した例では、テーブル１４０ｂの表面に入力部１１０ｂが設けられる構成を示しているが
、図１に示した情報処理システム１００ａと同様に、入力部１１０ｂは、テーブル１４０
ｂの下方にテーブル１４０ｂとは離隔して設けられても良い。
【００２４】
　図３に示したのは、本開示の一実施形態に係る情報処理システム１００ｃの構成例を示
す説明図である。図３には、タッチパネル式のディスプレイがテーブル上に置かれている
状態が示されている。このようにタッチパネル式のディスプレイの場合、入力部１１０ｃ
及び出力部１３０ｃは、タッチパネル式のディスプレイとして構成され得る。図３に示し
た情報処理システム１００ｃでは、図１に示した情報処理システム１００ａと同様に、タ
ッチパネル式のディスプレイの上方に、ユーザの位置を検出するためのカメラが設けられ
ても良い。
【００２５】
　図４に示したのは、本開示の一実施形態に係る情報処理システム１００ｄの構成例を示
す説明図である。図４には、フラットパネル式のディスプレイがテーブル上に置かれてい
る状態が示されている。このようにフラットパネル式のディスプレイの場合、入力部１１
０ｄ及び出力部１３０ｄは、タッチパネル式のディスプレイとして構成され得る。
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【００２６】
　なお以下の説明では、図１に示したような、テーブル１４０ａの上方に入力部１１０ａ
及び出力部１３０ａが設けられる情報処理システム１００ａの構成、すなわち、情報の表
示面と離隔して入力部１１０ａ及び出力部１３０ａが設けられる構成を例にして説明する
。以下の説明では、情報処理システム１００ａ、入力部１１０ａ、出力部１３０ａを、単
に情報処理システム１００、入力部１１０、出力部１３０としても説明する。
【００２７】
　［１．２．機能構成例］
　続いて、本開示の一実施形態にかかる情報処理システムの機能構成例について説明する
。図５は、本開示の一実施形態にかかる情報処理システムの機能構成例を示す説明図であ
る。以下、図５を用いて本開示の一実施形態にかかる情報処理システムの機能構成例につ
いて説明する。
【００２８】
　図５に示したように、本開示の一実施形態にかかる情報処理システム１００は、入力部
１１０と、制御部１２０と、出力部１３０と、を含んで構成される。
【００２９】
　入力部１１０は、情報処理システム１００を使用するユーザの操作内容や、出力部１３
０が情報を出力する面（例えば図１に示したテーブル１４０ａ）に置かれている物体の形
状や模様などを入力する。入力部１１０が入力した、操作内容や物体の形状、模様等の情
報は制御部１２０に送られる。
【００３０】
　入力部１１０は、情報処理システム１００がプロジェクション型である場合、例えば１
つのレンズで構成されるカメラ、２つのレンズで構成されるステレオカメラ、マイク等で
構成され得る。
【００３１】
　制御部１２０は、情報処理システム１００の各部の制御を実行する。例えば制御部１２
０は、入力部１１０が入力した情報を用いて、出力部１３０から出力する情報を生成する
。図５に示したように、制御部１２０は、検出部１２１と、出力制御部１２２と、を含ん
で構成される。検出部１２１は、情報処理システム１００を使用するユーザの操作内容や
、出力部１３０が出力している情報の内容、出力部１３０が情報を出力する面（例えば図
１に示したテーブル１４０ａ）に置かれている物体の形状や模様などを検出する処理を実
行する。検出部１２１が検出した内容は出力制御部１２２に送られる。出力制御部１２２
は、検出部１２１が検出した内容に基づいて、出力部１３０から出力する情報を生成する
制御を実行する。出力制御部１２２が生成した情報は出力部１３０に送られる。
【００３２】
　制御部１２０は、例えばＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ；
中央演算処理装置）などで構成されていてもよい。制御部１２０がＣＰＵ等の装置で構成
される場合は、かかる装置は電子回路で構成され得る。
【００３３】
　また図５には図示しないが、制御部１２０は、他の装置との間で無線通信を行なうため
の通信機能や、情報処理システム１００に接続される他の装置、例えば照明機器の動作を
制御する機能を有してもよい。
【００３４】
　出力部１３０は、入力部１１０によって入力された、情報処理システム１００を使用す
るユーザの操作内容や、出力部１３０が出力している情報の内容、また出力部１３０が情
報を出力する面（例えば図１に示したテーブル１４０ａ）に置かれている物体の形状や模
様等の情報に応じて情報を出力する。出力部１３０は、出力制御部１２２が生成する情報
に基づいて情報を出力する。出力部１３０が出力する情報には、情報の表示面に表示され
る情報や、スピーカ（図示せず）等から出力される音声などが含まれる。
【００３５】



(8) JP 6414079 B2 2018.10.31

10

20

30

40

50

　以上、図５を用いて本開示の一実施形態にかかる情報処理システム１００の機能構成例
について説明した。続いて、本開示の一実施形態にかかる情報処理システム１００による
情報の表示制御例について説明する。なお、以下では、図１に示したように、テーブル１
４０ａの天面に情報が表示される例を説明する。
【００３６】
　また、以下では、ユーザの操作が、入力部１１０ａによって撮像された画像から検出さ
れる場合を主に説明するが、ユーザの操作は、ユーザの指の接触または近接を検出するタ
ッチパネルによって検出されてもよいし、スタイラスを検出する検出装置によって検出さ
れてもよい。
【００３７】
　［１．３．表示制御例］
　以下においては、５つのコンテンツ（以下、５つのコンテンツそれぞれを「コンテンツ
Ｃ１～Ｃ５」と称する。）が順次に再生される場合を例として説明する。しかし、再生対
象のコンテンツの数は複数であれば特に限定されない。また、コンテンツの再生を行う装
置は特に限定されない。例えば、コンテンツの再生は、情報処理システム１００の内部（
例えば、制御部１２０）においてなされてもよいし、情報処理システム１００の外部（例
えば、サーバ）においてなされてもよい。なお、本明細書においては、コンテンツがオー
ディオコンテンツの場合を主に想定するが、コンテンツの種類は特に限定されず、画像コ
ンテンツ（例えば、静止画コンテンツ、動画コンテンツなど）であってもよい。
【００３８】
　図６は、本開示の一実施形態にかかる情報処理システム１００によって表示制御される
ＧＵＩの例を示す図である。図６に示したように、操作オブジェクトＰが表示されている
。出力制御部１２２は、一連の時間の流れを示す表示オブジェクトＲｓが表示されるよう
に出力部１３０を制御する。表示オブジェクトＲｓは、コンテンツの再生位置を表すイン
ジケータＳｉを含んでいる。また、表示オブジェクトＲｓは、コンテンツＣ１に対応する
領域Ｒ１、コンテンツＣ２に対応する領域Ｒ２、コンテンツＣ３に対応する領域Ｒ３、コ
ンテンツＣ４に対応する領域Ｒ４およびコンテンツＣ５に対応する領域Ｒ５を含んでいる
。
【００３９】
　コンテンツＣ１に対応する領域Ｒ１は、コンテンツＣ１の再生開始から再生終了までに
おけるインジケータＳｉの移動範囲に対応して表示されるように出力制御部１２２によっ
て出力部１３０が制御されてよい。同様に、コンテンツＣ２～Ｃ５それぞれに対応する領
域Ｒ２～Ｒ５も、コンテンツＣ２～Ｃ５それぞれの再生開始から再生終了までにおけるイ
ンジケータＳｉの移動範囲に対応して表示されるように出力制御部１２２によって出力部
１３０が制御されてよい。
【００４０】
　なお、図６に示した例では、コンテンツＣ３の再生開始から１分２３秒経過した位置が
現在の再生位置である。このとき、出力制御部１２２は、現在再生されているコンテンツ
Ｃ３の再生位置Ｔｍ１を「１分２３秒」として表示させている。また、出力制御部１２２
は、コンテンツＣ３に対応する領域Ｒ３のうちコンテンツＣ３の再生開始から現在の再生
位置Ｔｍ１までに対応する領域を領域Ｒ３１として表示させ、コンテンツＣ３に対応する
領域Ｒ３のうち現在の再生位置Ｔｍ１からコンテンツＣ３の再生終了までに対応する領域
を領域Ｒ３２として表示させている。
【００４１】
　また、出力制御部１２２は、インジケータＳｉを所定の図形Ｑに沿って移動させてよい
。図６には、図形Ｑが円である場合が示されているが、図形Ｑは円以外であってもよい。
例えば、図形Ｑは、多角形であってもよく、楕円であってもよい。また、出力制御部１２
２は、所定の時間で図形Ｑを一周するように移動させる。本明細書においては、所定の時
間が６０分である場合を主に説明するが、所定の時間の長さは特に限定されない。
【００４２】
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　コンテンツの再生位置はユーザのポインティング操作に応じて変化されてよい。出力制
御部１２２は、表示オブジェクトＲｓに対応する位置へのユーザのポインティング操作に
応じて、コンテンツの再生位置を変化させることが可能であってよい。具体的には、出力
制御部１２２は、領域Ｒ１～Ｒ５の何れかの位置に対してユーザのポインティング操作が
なされた場合、ポインティング位置に対応するコンテンツの位置を再生位置とすることが
可能である。例えば、ポインティング位置にインジケータＳｉが移動されてよい。
【００４３】
　なお、再生位置をコンテンツの先頭に合わせることが可能であってもよい。例えば、出
力制御部１２２は、コンテンツＣ３が再生されているときにメニューＭをタップする操作
により表示される項目「前へ」の選択操作がなされた場合、再生位置をコンテンツＣ２の
先頭に合わせてもよい。また、例えば、出力制御部１２２は、コンテンツＣ３が再生され
ているときにメニューＭをタップする操作により表示される項目「次へ」の選択操作がな
された場合、再生位置をコンテンツＣ４の先頭に合わせてもよい。
【００４４】
　また、出力制御部１２２は、ユーザの操作に基づいて図形Ｑのサイズを調整してよく、
図形Ｑのサイズ調整に伴って領域Ｒ１～Ｒ５のサイズを調整してよい。例えば、出力制御
部１２２は、ユーザによるピンチアウト操作がなされた場合には、図形Ｑを拡大してよく
、図形Ｑの拡大に伴って領域Ｒ１～Ｒ５のサイズを拡大してよい。そうすれば、再生位置
がより高精度に調整され得る。一方、例えば、出力制御部１２２は、ユーザによるピンチ
イン操作がなされた場合には、図形Ｑを縮小してよく、図形Ｑの縮小に伴って領域Ｒ１～
Ｒ５のサイズを縮小してよい。サイズ調整の操作は特に限定されない。
【００４５】
　また、出力制御部１２２は、ユーザの操作に基づいて領域Ｒ１～Ｒ５およびインジケー
タＳｉを回転させてよい。例えば、出力制御部１２２は、ユーザによって２点が回転する
ようにドラッグする操作がなされた場合には、その回転角度に基づいて領域Ｒ１～Ｒ５お
よびインジケータＳｉを回転させてよい。
【００４６】
　コンテンツが再生されている間、出力制御部１２２は、インジケータＳｉの可動範囲の
内側に存在する所定の内側領域Ｉｎを回転させてよい。そうすれば、ユーザは、内側領域
Ｉｎが回転していればコンテンツが再生されていることを容易に把握することが可能であ
る。また、出力制御部１２２は、ユーザによって所定の停止操作がなされた場合、コンテ
ンツの再生を停止させるとともに内側領域Ｉｎの回転を停止させてよい。
【００４７】
　そうすれば、ユーザは、内側領域Ｉｎの停止を確認することによりコンテンツの再生が
停止されていることを容易に確認することが可能である。所定の停止操作は特に限定され
ないが、内側領域Ｉｎをタップする操作であってもよいし、メニューＭをタップする操作
により表示される項目「停止」の選択操作であってもよい。
【００４８】
　さらに、出力制御部１２２は、ユーザによって所定の再開操作がなされた場合、コンテ
ンツの再生を再開させるとともに内側領域Ｉｎの回転を再開させてよい。所定の再開操作
は特に限定されないが、内側領域Ｉｎをタップする操作であってもよいし、メニューＭを
タップする操作により表示される項目「再開」の選択操作であってもよい。
【００４９】
　なお、内側領域Ｉｎに対するドラッグ操作によってコンテンツの再生速度は変更可能で
あってもよい。例えば、出力制御部１２２は、再生時間を先に進める方向に内側領域Ｉｎ
に対するドラッグ操作がなされた場合、ドラッグ操作の移動量に応じた速度によってコン
テンツを再生させてよい。あるいは、出力制御部１２２は、再生時間を戻す方向に内側領
域Ｉｎに対するドラッグ操作がなされた場合、ドラッグ操作の移動量に応じた速度によっ
てコンテンツを逆再生してもよい。また、出力制御部１２２は、コンテンツの再生速度に
応じて内側領域Ｉｎの回転を変化させてもよい。例えば、出力制御部１２２は、コンテン
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ツ再生速度が２倍になった場合には、内側領域Ｉｎの回転速度も２倍にしてよい。また、
例えば、出力制御部１２２は、逆再生の場合には、内側領域Ｉｎを逆回転させてもよい。
なお、内側領域Ｉｎに表示されるべき内容のうち隠れてしまっている部分は、ユーザによ
るドラッグ操作によって表示されてよい。
【００５０】
　再生中のコンテンツをユーザに直感的に把握させるため、出力制御部１２２は、再生中
のコンテンツに対応する画像データが表示されるように出力部１３０を制御するとよい。
図６に示した例では、出力制御部１２２は、再生中のコンテンツＣ３に対応する画像デー
タＧ０が内側領域Ｉｎに表示されるように出力部１３０を制御している。しかし、再生中
のコンテンツＣ３に対応する画像データＧ０が表示される領域は、内側領域Ｉｎに限定さ
れず、インジケータＳｉの可動範囲の外側領域Ｏｕであってもよい。
【００５１】
　また、再生対象のコンテンツをユーザに直感的に把握させるため、出力制御部１２２は
、再生対象のコンテンツである複数のコンテンツに対応する画像データ群の少なくとも一
部が表示されるように出力部１３０を制御してよい。図６に示した例では、出力制御部１
２２は、再生対象のコンテンツＣ１～Ｃ５に対応する画像データＧ１～Ｇ５を内側領域Ｉ
ｎに表示させている。しかし、再生中のコンテンツＣ１～Ｃ５に対応する画像データＧ１
～Ｇ５が表示される領域は、内側領域Ｉｎに限定されず、外側領域Ｏｕであってもよい。
【００５２】
　また、再生中のコンテンツに関する情報をユーザに提供するため、出力制御部１２２は
、再生中のコンテンツに対応するテキストデータが表示されるように出力部１３０を制御
してよい。図６に示した例では、出力制御部１２２は、再生中のコンテンツＣ３に対応す
るテキストデータＴｂを内側領域Ｉｎに表示させている。しかし、テキストデータＴｂが
表示される領域は、内側領域Ｉｎに限定されず、外側領域Ｏｕであってもよい。
【００５３】
　なお、図６に示した例では、テキストデータＴｂは、再生中のコンテンツＣ３を含むコ
ンテンツ群のタイトル、当該コンテンツ群のアーティスト名、再生中のコンテンツの名称
などが含まれている。しかし、再生中のコンテンツＣ３に対応するテキストデータＴｂは
、これらに限定されない。また、出力制御部１２２は、再生中のコンテンツＣ３に対応す
る画像データＧ０からテキストデータが抽出された場合、コンテンツＣ３に対応するメタ
データとマッチするテキストデータを表示させるようにしてもよい。
【００５４】
　また、コンテンツに対応する領域の色は特に限定されないが、出力制御部１２２によっ
てコンテンツに対応する画像データから抽出された色情報に基づいて、コンテンツに対応
する領域の色情報が決定されるとよい。そうすれば、ユーザは、コンテンツの再生位置を
調整するに際して、画像データの色から受ける印象をより強くユーザに与えることができ
るようになるという効果を奏し得る。画像データから抽出される色情報は、画像データ全
体から抽出される色情報であってもよいし、ある程度を超えたサイズで画像データに同一
または類似の色を有して存在する領域から抽出される色情報であってもよい。
【００５５】
　例えば、図６に示した例において、出力制御部１２２は、コンテンツＣ１に対応する画
像データＧ１から抽出された色情報に、コンテンツＣ１に対応する領域Ｒ１の色情報を合
わせてよい。同様に、出力制御部１２２は、コンテンツＣ２～Ｃ５に対応する画像データ
Ｇ２～Ｇ５から抽出された色情報に、コンテンツＣ２～Ｃ５に対応する領域Ｒ２～Ｒ５の
色情報を合わせてよい。
【００５６】
　また、テキストデータＴｂの色は特に限定されないが、出力制御部１２２によって画像
データＧ０から抽出された文字列Ｔａの色情報に基づいてテキストデータＴｂの色情報が
決定されるとよい。そうすれば、ユーザに対して、画像データの文字から受ける印象をよ
り強くユーザに与えることができる。図６に示した例では、文字列Ｔａには、再生中のコ
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ンテンツＣ３を含むコンテンツ群のタイトル、当該コンテンツ群のアーティスト名などが
含まれている。しかし、文字列Ｔａはこれらに限定されない。
【００５７】
　また、テキストデータＴｂの背景Ｂｋの色は特に限定されないが、出力制御部１２２に
よって画像データＧ０から抽出された色情報に基づいてテキストデータＴｂの背景Ｂｋの
色情報が決定されるとよい。そうすれば、画像データＧ０の色から受ける印象をより強く
ユーザに与えることができるようになる。画像データＧ０から抽出される色情報は、画像
データ全体から抽出される色情報であってもよいし、ある程度を超えたサイズで画像デー
タに同一または類似の色を有して存在する領域から抽出される色情報であってもよい。
【００５８】
　背景Ｂｋの色とテキストデータＴｂの色とが類似している場合には、テキストデータＴ
ｂの視認性を向上させるための処理がなされてもよい。より具体的には、出力制御部１２
２は、背景Ｂｋの色情報（例えば、ＲＧＢ，ＣＩＥ，Ｌｕｖ，Ｌａｂ，ＨＳＶ値など）と
テキストデータＴｂの色情報との差分が所定の範囲内の場合に、テキストデータＴｂの色
として、背景Ｂｋの色と対になる色を選択してもよい。あるいは、出力制御部１２２は、
当該差分が所定の範囲内の場合に、テキストデータＴｂの色として、候補色（例えば、白
、黒など）のうち背景Ｂｋの色から遠い色を選択してもよいし、あらかじめ決められた特
定の色（白など）を選択してもよい。
【００５９】
　その他、再生中のコンテンツに関する情報、これから再生されるコンテンツに関する情
報は、既に再生されたコンテンツに関する情報と比較して、輝度が高く表示されてもよい
。そうすれば、再生中のコンテンツやこれから再生されるコンテンツに対するユーザの興
味をより強めることが可能となる。
【００６０】
　例えば、出力制御部１２２は、既に再生されたコンテンツＣ１、Ｃ２に対応する領域Ｒ
１、Ｒ２、コンテンツＣ３の再生開始から現在の再生位置Ｔｍ１までに対応する領域Ｒ３
１の輝度がより低くなるようにしてもよい。また、例えば、出力制御部１２２は、現在の
再生位置Ｔｍ１からコンテンツＣ３の再生終了までに対応する領域Ｒ３２、これから再生
されるコンテンツＣ４、Ｃ５に対応する領域Ｒ４、Ｒ５の輝度がより高くなるようにして
もよい。
【００６１】
　また、図６に示した例では、出力制御部１２２は、再生対象のコンテンツＣ１～Ｃ５に
対応する画像データＧ１～Ｇ５を表示させている。このうち、例えば、出力制御部１２２
は、既に再生されたコンテンツＣ１、Ｃ２に対応する画像データＧ１、Ｇ２の輝度がより
低くなるようにしてもよい。また、例えば、出力制御部１２２は、再生中のコンテンツＣ
３に対応する画像データＧ３、これから再生されるコンテンツＣ４、Ｃ５に対応する画像
データＧ４、Ｇ５の輝度がより高くなるようにしてもよい。なお、図６に示した例では、
画像データＧ３は画像データＧ０と同じであるが、異なっていてもよい。
【００６２】
　出力制御部１２２によって使用される各種のデータ（例えば、画像データ、テキストデ
ータなど）の蓄積場所は限定されない。例えば、出力制御部１２２によって使用される各
種のデータは、情報処理システム１００の内部に蓄積されていてもよい。その場合、出力
制御部１２２は、情報処理システム１００の内部に蓄積されている各種のデータを取得し
て使用すればよい。また、出力制御部１２２によって使用される各種のデータは、情報処
理システム１００の外部（例えば、サーバ）に蓄積されていてもよい。その場合、出力制
御部１２２は、情報処理システム１００の外部に蓄積されている各種のデータを取得して
使用すればよい。
【００６３】
　ユーザは、再生対象のコンテンツを増減させることが可能であってよい。例えば、再生
対象のコンテンツとして未登録のコンテンツに対応するオブジェクトが外側領域Ｏｕに表
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示されている場合を想定する。かかる場合に、出力制御部１２２は、内側領域Ｉｎへのオ
ブジェクトの移動が検出されると、そのオブジェクトに対応するコンテンツを再生対象の
コンテンツに追加してよい。
【００６４】
　未登録のコンテンツに対応するオブジェクトはもともと外側領域Ｏｕに表示されていて
もよいし、検出部１２１によって撮像画像からユーザ端末が認識された場合、当該ユーザ
端末に記憶されているコンテンツに対応するオブジェクトが表示されてもよい。また、検
出部１２１によって撮像画像からコンテンツが記録された記憶媒体のパッケージ（例えば
、ＣＤのジャケットなど）が認識された場合、当該コンテンツに対応するオブジェクトが
表示されてもよい。
【００６５】
　また、表示されるオブジェクトの形状や色は特に限定されない。例えば、表示されるオ
ブジェクトは、ファイルのアイコンであってもよいし、コンテンツ群のプレイリストであ
ってもよい。再生対象のコンテンツのどこに追加されるかは限定されないが、再生対象の
コンテンツの末尾に追加されてよい。一方、例えば、出力制御部１２２は、画像データＧ
１～Ｇ５の何れかの外側領域Ｏｕへの移動が検出されると、その画像データに対応するコ
ンテンツを再生対象のコンテンツから削除してよい。
【００６６】
　コンテンツ再生結果として出力される音声の音量調整は、メニューＭをタップする操作
により表示される項目「音量調整」の選択操作によって可能であってよい。また、コンテ
ンツ再生結果として出力される音声の音量調整は、グローバルメニューなどに対する操作
によって可能であってよい。その場合には、他のアプリケーションから出力される音声の
音量も同時に調整されてよい。
【００６７】
　また、表示オブジェクトＲｓの表示（例えば、サイズ、位置）に応じて、音声制御がな
されてもよい。例えば、出力制御部１２２は、表示オブジェクトＲｓのサイズに応じて音
量を制御してもよい。具体的には、例えば、出力制御部１２２は、表示オブジェクトＲｓ
が大きいほど音量を大きくしてもよいし、表示オブジェクトＲｓが閾値より大きい場合に
表示オブジェクトＲｓが閾値より小さい場合よりも、音量を大きくしてもよい。
【００６８】
　また、例えば、出力制御部１２２は、表示オブジェクトＲｓのサイズに応じて音質を制
御してもよい。具体的には、出力制御部１２２は、表示オブジェクトＲｓのサイズに応じ
てイコライザ設定を制御してもよい。より具体的には、出力制御部１２２は、表示オブジ
ェクトＲｓのサイズが閾値より大きい場合には、イコライザ設定を低音強調にし、閾値よ
り小さい場合には、イコライザ設定を低音強調にしなくてよい。また、例えば、出力制御
部１２２は、表示オブジェクトＲｓのサイズが閾値より大きい場合には、ウーファーをＯ
Ｎにし、閾値より小さい場合には、ウーファーをＯＦＦにしてもよい。
【００６９】
　また、出力制御部１２２は、表示オブジェクトＲｓのサイズに応じて音の指向性を制御
してもよい。具体的には、出力制御部１２２は、表示オブジェクトＲｓが所定のサイズよ
り大きい場合には、すべてのスピーカから室内空間全域に音を出力させ、表示オブジェク
トＲｓが所定のサイズより小さい場合には、指向性スピーカから所定の方向（例えば、表
示面上で表示オブジェクトＲｓが表示される方向）に音を出力させてもよい。また、出力
制御部１２２は、表示オブジェクトＲｓの位置に応じて音の指向性を制御してもよいし、
表示オブジェクトＲｓの向きに応じて音の指向性を制御してもよい。
【００７０】
　ここで、ユーザが再生対象のコンテンツを増加させると、再生対象のコンテンツの再生
時間の合計が所定の時間を超えるという状況が起こり得る。かかる状況においては、表示
オブジェクトＲｓに含まれる複数の領域が図形Ｑの一周分を超えてしまう可能性がある。
そこで、出力制御部１２２は、再生対象のコンテンツの再生時間の合計が所定の時間を超
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える場合、表示オブジェクトＲｓの表示を変化させるとよい。表示オブジェクトＲｓの表
示を変化は、追加オブジェクトの表示であってもよいし、既に表示されている表示オブジ
ェクトＲｓの形状、色などの変化であってもよい。出力制御部１２２は、再生対象のコン
テンツの再生時間の合計が所定の時間を超える場合、表示オブジェクトＲｓに含まれる複
数の領域を調整するためのオブジェクトが追加オブジェクトの一例として表示されるよう
に出力部１３０を制御してよい。
【００７１】
　図７は、本開示の一実施形態にかかる情報処理システム１００によって表示制御される
ＧＵＩの例を示す図である。図７に示すように、再生対象のコンテンツにコンテンツＣ６
～Ｃ１２が追加されると、出力制御部１２２によってコンテンツＣ６～Ｃ１２に対応する
領域Ｒ６～Ｒ１２が追加される。このとき、再生対象のコンテンツＣ１～Ｃ１２の再生時
間の合計が所定の時間に達してしまっている。かかる状況において再生対象のコンテンツ
にコンテンツＣ１３が追加された場合、再生対象のコンテンツの再生時間の合計が所定の
時間を超えてしまう。このような場合、出力制御部１２２は、表示オブジェクトＲｓに含
まれる複数の領域を調整するためのオブジェクトＪを表示させてよい。
【００７２】
　例えば、出力制御部１２２は、オブジェクトＪをコンテンツＣ１に対応する領域Ｒ１の
先頭位置に表示させてもよい。図７に示したように、出力制御部１２２は、再生時間を先
に進める方向にオブジェクトＪを移動させる操作が検出された場合、最初に再生されるコ
ンテンツＣ１に対応する領域Ｒ１の代わりにそれまで表示されていなかった領域Ｒ１３を
表示させることが可能となる。一方、図７に示した状況において、出力制御部１２２は、
再生時間を戻す方向にオブジェクトＪを移動させる操作が検出された場合、コンテンツＣ
３に対応する領域Ｒ１３の代わりに領域Ｒ１を表示させることが可能となる。オブジェク
トＪを移動させる操作はドラッグ操作であってよい。
【００７３】
　内側領域Ｉｎの表示はユーザの操作によって切り替えることが可能であってもよい。す
なわち、出力制御部１２２は、ユーザによって所定の切り替え操作がなされた場合、内側
領域Ｉｎの表示を切り替えてよい。切り替え操作は特に限定されないが、内側領域Ｉｎを
２回タップする操作であってもよいし、内側領域Ｉｎを長押しする操作であってもよいし
、メニューＭをタップする操作により表示される項目「切り替え」の選択操作であっても
よい。
【００７４】
　内側領域Ｉｎの表示が切り替えられるときには、所定のアニメーションが表示されても
よい。例えば、アニメーションは、表示オブジェクトＲｓおよび内側領域Ｉｎが裏返しに
なるようなアニメーションであってもよい。切り替え後の内側領域Ｉｎの表示は特に限定
されない。図８を参照しながら、切り替え後の内側領域Ｉｎの表示の例を説明する。図８
は、本開示の一実施形態にかかる情報処理システム１００によって表示制御されるＧＵＩ
の例を示す図である。
【００７５】
　図８に示したように、出力制御部１２２は、切り替え後の内側領域Ｉｎに再生中のコン
テンツＣ３に関連する情報Ｄｅを表示させてもよい。図８に示した例では、再生中のコン
テンツＣ３に関連する情報Ｄｅに、コンテンツ群のタイトル、当該コンテンツ群のアーテ
ィスト名、当該コンテンツ群の制作者、当該コンテンツ群の発表年、当該制作会社のホー
ムページのＵＲＬ、当該コンテンツ群に含まれるコンテンツＣ１～Ｃ８それぞれの名称、
再生中のコンテンツＣ３に対応する画像データＧ０などが含まれている。しかし、再生中
のコンテンツＣ３に関連する情報Ｄｅは特に限定されない。再生中のコンテンツＣ３に関
連する情報Ｄｅは、おすすめ情報（例えば、同じ制作者が制作した別コンテンツ群、同じ
コンテンツ群をよく利用するユーザのお気に入りコンテンツ群など）、制作者に関連する
情報などを含んでもよい。
【００７６】
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　なお、図８に示した例では、出力制御部１２２は、再生中のコンテンツＣ３に対応する
領域Ｒ３のうちコンテンツＣ３の再生開始から現在の再生位置Ｔｍ１までに対応する領域
を領域Ｒ３１ａとして表示させ、コンテンツＣ３に対応する領域Ｒ３のうち現在の再生位
置Ｔｍ１からコンテンツＣ３の再生終了までに対応する領域を領域Ｒ３２ａとして表示さ
せている。なお、図８に示したように、再生中のコンテンツＣ３以外のコンテンツの領域
は表示されなくてもよい。
【００７７】
　以上、内側領域Ｉｎの表示がユーザの操作によって切り替えられる例について説明した
。インジケータＳｉの位置は、実時刻とは無関係であってもよいが、出力制御部１２２に
よって実時刻に基づいて制御されてもよい。実時刻に基づいてインジケータＳｉの位置が
制御されれば、ユーザに実時刻を把握させることも可能となる。実時刻とは無関係のモー
ドと実時刻に基づくモードとは、ユーザ操作により切り替え可能であってもよい。実時刻
は情報処理システム１００の内部に組み込まれた時計から取得されてもよいし、情報処理
システム１００の外部（例えば、サーバ）に組み込まれた時計から取得されてもよい。
【００７８】
　具体的な例について図９を参照しながら説明する。図９は、本開示の一実施形態にかか
る情報処理システム１００によって表示制御されるＧＵＩの例を示す図である。出力制御
部１２２は、実時刻と図形Ｑとの対応関係に従って実時刻情報を表示させてよい。例えば
、出力制御部１２２は、図９に示すように、図形Ｑに沿って「６時」を示す実時刻情報Ｃ
ｋ６、「９時」を示す実時刻情報Ｃｋ９、「１２時」を示す実時刻情報Ｃｋ１２を表示さ
せてよい。なお、表示される実時刻情報の間隔は、かかる例のように３時間間隔に限らず
、１時間間隔であってもよいし、他の時間間隔であってもよい。
【００７９】
　インジケータＳｉは、実時刻に対応する図形Ｑにおける位置に配置されるように出力制
御部１２２によって制御されてよい。例えば、図９に示すように、実時刻が「午前８時１
５分」である場合、インジケータＳｉは、「午前８時１５分」に対応する図形Ｑにおける
位置に配置されるように出力制御部１２２によって制御されてよい。また、実時刻「午前
８時１５分」を示す時刻情報は、実時刻情報Ｔｍ２として表示されるように出力制御部１
２２によって制御されてよい。
【００８０】
　なお、上記したように、コンテンツの再生位置はユーザのポインティング操作に応じて
変化されてよい。ただし、上記では、ポインティング位置にインジケータＳｉが移動する
例を示したが、インジケータＳｉの位置が実時刻に基づいて制御される場合には、表示さ
れている実時刻情報を移動させないほうがよいと考えられる。そのため、出力制御部１２
２は、インジケータＳｉの位置を実時刻に基づいて制御する場合には、複数の領域Ｒ１～
Ｒ５においてポインティングされた位置がインジケータＳｉの位置に合うように複数の領
域Ｒ１～Ｒ５を移動させるとよい。
【００８１】
　以上、インジケータＳｉの位置が実時刻に基づいて制御される例について説明した。以
上においては、操作オブジェクトが１つである場合を主に説明したが、ユーザによって所
定の複数表示操作がなされた場合に、２つの操作オブジェクトが生成されてよい。具体的
な例について図１０を参照しながら説明する。図１０は、本開示の一実施形態にかかる情
報処理システム１００によって表示制御されるＧＵＩの例を示す図である。
【００８２】
　図１０に示したように、出力制御部１２２は、ユーザによって所定の複数表示操作がな
された場合に、操作オブジェクトＰ１と操作オブジェクトＰ２とを生成してもよい。複数
表示操作は特に限定されないが、内側領域Ｉｎを２点で長押ししてから２点が離れるよう
にドラッグする操作であってもよいし、メニューＭをタップする操作により表示される項
目「複数表示」の選択操作であってもよい。
【００８３】
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　例えば、出力制御部１２２は、ユーザによって複数表示操作がなされた場合、第１のコ
ンテンツの再生位置を調整するための第１のインジケータと第２のコンテンツの再生位置
を調整するための第２のインジケータとが表示されるように出力部１３０を制御してよい
。より具体的には、図１０に示すように、出力制御部１２２は、コンテンツＣ３が再生さ
れている間にユーザによって複数表示操作がなされた場合、コンテンツＣ３の再生位置を
調整するためのインジケータＳｉとコンテンツＮ１の再生位置を調整するためのインジケ
ータＳｉとを表示させてよい。
【００８４】
　コンテンツＣ３とコンテンツＮ１とは、それぞれのインジケータＳｉの位置に基づいて
並行して再生されてよい。そして、コンテンツＣ３とコンテンツＮ１とが再生された結果
として得られるそれぞれの音声も並行して出力されてよい。このとき、図１０に示すよう
に、出力制御部１２２は、コンテンツＣ３およびコンテンツＮ１それぞれの出力音量の比
率を調整するためのインジケータＳｄを表示させてよい。
【００８５】
　なお、図１０に示した例では、出力制御部１２２は、再生中のコンテンツＮ１に対応す
る領域のうちコンテンツＮ１の再生開始から現在の再生位置Ｔｍ１までに対応する領域を
領域Ｒ１１ａとして表示させ、コンテンツＮ１に対応する領域のうち現在の再生位置Ｔｍ
１からコンテンツＮ１の再生終了までに対応する領域を領域Ｒ１２ａとして表示させてい
る。
【００８６】
　インジケータＳｄのシークバーＲ０の位置は特に限定されないが、図１０に示したよう
に、操作オブジェクトＰ１および操作オブジェクトＰ２に対応する位置（例えば、操作オ
ブジェクトＰ１および操作オブジェクトＰ２それぞれから等距離の位置など）であるとよ
い。シークバーＲ０の色も特に限定されないが、例えば、操作オブジェクトＰ１に近い端
部の色は、再生中のコンテンツＣ３から抽出された色情報に基づいて決定されてよい。ま
た、操作オブジェクトＰ２に近い端部の色は、再生中のコンテンツＮ１から抽出された色
情報に基づいて決定されてよい。両端部の間の領域の色は、徐々に変化してもよい。
【００８７】
　［１．４．ハードウェア構成例］
　次に、図１１を参照して、本開示の一実施形態にかかる情報処理システム１００のハー
ドウェア構成について説明する。図１１は、本開示の実施形態にかかる情報処理システム
１００のハードウェア構成例を示すブロック図である。
【００８８】
　図１１に示すように、情報処理システム１００は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃ
ｅｓｓｉｎｇ　ｕｎｉｔ）９０１、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）９０３
、およびＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）９０５を含む。また、情
報処理システム１００は、ホストバス９０７、ブリッジ９０９、外部バス９１１、インタ
ーフェース９１３、入力装置９１５、出力装置９１７、ストレージ装置９１９、ドライブ
９２１、接続ポート９２３、通信装置９２５を含んでもよい。さらに、情報処理システム
１００は、必要に応じて、撮像装置９３３、およびセンサ９３５を含んでもよい。情報処
理システム１００は、ＣＰＵ９０１に代えて、またはこれとともに、ＤＳＰ（Ｄｉｇｉｔ
ａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）またはＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　
Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）と呼ばれるような処理回路
を有してもよい。
【００８９】
　ＣＰＵ９０１は、演算処理装置および制御装置として機能し、ＲＯＭ９０３、ＲＡＭ９
０５、ストレージ装置９１９、またはリムーバブル記録媒体９２７に記録された各種プロ
グラムに従って、情報処理システム１００内の動作全般またはその一部を制御する。ＲＯ
Ｍ９０３は、ＣＰＵ９０１が使用するプログラムや演算パラメータなどを記憶する。ＲＡ
Ｍ９０５は、ＣＰＵ９０１の実行において使用するプログラムや、その実行において適宜
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変化するパラメータなどを一次記憶する。ＣＰＵ９０１、ＲＯＭ９０３、およびＲＡＭ９
０５は、ＣＰＵバスなどの内部バスにより構成されるホストバス９０７により相互に接続
されている。さらに、ホストバス９０７は、ブリッジ９０９を介して、ＰＣＩ（Ｐｅｒｉ
ｐｈｅｒａｌ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔ／Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）
バスなどの外部バス９１１に接続されている。
【００９０】
　入力装置９１５は、例えば、マウス、キーボード、タッチパネル、ボタン、スイッチお
よびレバーなど、ユーザによって操作される装置である。入力装置９１５は、ユーザの音
声を検出するマイクを含んでもよい。入力装置９１５は、例えば、赤外線やその他の電波
を利用したリモートコントロール装置であってもよいし、情報処理システム１００の操作
に対応した携帯電話などの外部接続機器９２９であってもよい。入力装置９１５は、ユー
ザが入力した情報に基づいて入力信号を生成してＣＰＵ９０１に出力する入力制御回路を
含む。ユーザは、この入力装置９１５を操作することによって、情報処理システム１００
に対して各種のデータを入力したり処理動作を指示したりする。また、後述する撮像装置
９３３も、ユーザの手の動き、ユーザの指などを撮像することによって、入力装置として
機能しうる。このとき、手の動きや指の向きに応じてポインティング位置が決定されてよ
い。
【００９１】
　出力装置９１７は、取得した情報をユーザに対して視覚的または聴覚的に通知すること
が可能な装置で構成される。出力装置９１７は、例えば、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙ
ｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、ＰＤＰ（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）、
有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ－Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）ディスプレイ、プロジェクタな
どの表示装置、ホログラムの表示装置、スピーカおよびヘッドホンなどの音声出力装置、
ならびにプリンタ装置などでありうる。出力装置９１７は、情報処理システム１００の処
理により得られた結果を、テキストまたは画像などの映像として出力したり、音声または
音響などの音声として出力したりする。また、出力装置９１７は、周囲を明るくするため
ライトなどを含んでもよい。
【００９２】
　ストレージ装置９１９は、情報処理システム１００の記憶部の一例として構成されたデ
ータ格納用の装置である。ストレージ装置９１９は、例えば、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓ
ｋ　Ｄｒｉｖｅ）などの磁気記憶部デバイス、半導体記憶デバイス、光記憶デバイス、ま
たは光磁気記憶デバイスなどにより構成される。このストレージ装置９１９は、ＣＰＵ９
０１が実行するプログラムや各種データ、および外部から取得した各種のデータなどを格
納する。
【００９３】
　ドライブ９２１は、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、または半導体メモリ
などのリムーバブル記録媒体９２７のためのリーダライタであり、情報処理システム１０
０に内蔵、あるいは外付けされる。ドライブ９２１は、装着されているリムーバブル記録
媒体９２７に記録されている情報を読み出して、ＲＡＭ９０５に出力する。また、ドライ
ブ９２１は、装着されているリムーバブル記録媒体９２７に記録を書き込む。
【００９４】
　接続ポート９２３は、機器を情報処理システム１００に直接接続するためのポートであ
る。接続ポート９２３は、例えば、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ
）ポート、ＩＥＥＥ１３９４ポート、ＳＣＳＩ（Ｓｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓ
ｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）ポートなどでありうる。また、接続ポート９２３は、ＲＳ
－２３２Ｃポート、光オーディオ端子、ＨＤＭＩ（登録商標）（Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉ
ｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）ポートなどであってもよい。接
続ポート９２３に外部接続機器９２９を接続することで、情報処理システム１００と外部
接続機器９２９との間で各種のデータが交換されうる。
【００９５】



(17) JP 6414079 B2 2018.10.31

10

20

30

40

50

　通信装置９２５は、例えば、通信ネットワーク９３１に接続するための通信デバイスな
どで構成された通信インターフェースである。通信装置９２５は、例えば、有線または無
線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）
、またはＷＵＳＢ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＵＳＢ）用の通信カードなどでありうる。また、
通信装置９２５は、光通信用のルータ、ＡＤＳＬ（Ａｓｙｍｍｅｔｒｉｃ　Ｄｉｇｉｔａ
ｌ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｌｉｎｅ）用のルータ、または、各種通信用のモデムなどで
あってもよい。通信装置９２５は、例えば、インターネットや他の通信機器との間で、Ｔ
ＣＰ／ＩＰなどの所定のプロトコルを用いて信号などを送受信する。また、通信装置９２
５に接続される通信ネットワーク９３１は、有線または無線によって接続されたネットワ
ークであり、例えば、インターネット、家庭内ＬＡＮ、赤外線通信、ラジオ波通信または
衛星通信などである。
【００９６】
　撮像装置９３３は、例えば、ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）
またはＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏ
ｎｄｕｃｔｏｒ）などの撮像素子、および撮像素子への被写体像の結像を制御するための
レンズなどの各種の部材を用いて実空間を撮像し、撮像画像を生成する装置である。撮像
装置９３３は、静止画を撮像するものであってもよいし、また動画を撮像するものであっ
てもよい。
【００９７】
　センサ９３５は、例えば、加速度センサ、ジャイロセンサ、地磁気センサ、光センサ、
音センサなどの各種のセンサである。センサ９３５は、例えば情報処理システム１００の
筐体の姿勢など、情報処理システム１００自体の状態に関する情報や、情報処理システム
１００の周辺の明るさや騒音など、情報処理システム１００の周辺環境に関する情報を取
得する。また、センサ９３５は、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙ
ｓｔｅｍ）信号を受信して装置の緯度、経度および高度を測定するＧＰＳセンサを含んで
もよい。
【００９８】
　以上、情報処理システム１００のハードウェア構成の一例を示した。上記の各構成要素
は、汎用的な部材を用いて構成されていてもよいし、各構成要素の機能に特化したハード
ウェアにより構成されていてもよい。かかる構成は、実施する時々の技術レベルに応じて
適宜変更されうる。
【００９９】
　＜５．むすび＞
　以上説明したように、本開示の実施形態によれば、一連の時間の流れを示す表示オブジ
ェクトＲｓが表示されるように出力部１３０を制御する出力制御部１２２を備え、表示オ
ブジェクトＲｓは、コンテンツの再生位置を表し、複数の該コンテンツのそれぞれに対応
する複数の領域を含む、情報処理システム１００が提供される。かかる構成によれば、複
数のコンテンツと現在再生されているコンテンツとの関係がユーザによってより直感的に
把握され得る。
【０１００】
　以上、添付図面を参照しながら本開示の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
開示の技術的範囲はかかる例に限定されない。本開示の技術分野における通常の知識を有
する者であれば、請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本開示の技術的
範囲に属するものと了解される。
【０１０１】
　また、コンピュータに内蔵されるＣＰＵ、ＲＯＭおよびＲＡＭなどのハードウェアを、
上記した情報処理システム１００が有する機能と同等の機能を発揮させるためのプログラ
ムも作成可能である。また、該プログラムを記録した、コンピュータに読み取り可能な記
録媒体も提供され得る。
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【０１０２】
　また、出力制御部１２２は、出力部１３０に表示内容を表示させるための表示制御情報
を生成し、生成した表示制御情報を出力部１３０に出力することで、当該表示内容が出力
部１３０に表示されるように出力部１３０を制御することが可能である。かかる表示制御
情報の内容はシステム構成にあわせて適宜変更されてよい。
【０１０３】
　具体的な一例として、情報処理システム１００を実現するためのプログラムは、ウェブ
アプリケーションであってもよい。かかる場合、表示制御情報は、ＨＴＭＬ（Ｈｙｐｅｒ
Ｔｅｘｔ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）、ＳＧＭＬ（Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｇｅｎｅ
ｒａｌｉｚｅｄ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）、ＸＭＬ（Ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　
Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）などのマークアップ言語により実現されてもよい。
【０１０４】
　なお、上述した情報処理システム１００の動作が実現されれば、図５に示した各構成の
位置は特に限定されない。具体的な一例として、入力部１１０と出力部１３０と制御部１
２０とは、ネットワークを介して接続された互いに異なる装置に設けられてもよい。この
場合には、制御部１２０が設けられた情報処理装置が、例えば、ウェブサーバやクラウド
サーバのようなサーバに相当し、入力部１１０および出力部１３０が当該サーバにネット
ワークを介して接続されたクライアントに相当し得る。
【０１０５】
　また、本明細書に記載された効果は、あくまで説明的または例示的なものであって限定
的ではない。つまり、本開示に係る技術は、上記の効果とともに、または上記の効果に代
えて、本明細書の記載から当業者には明らかな他の効果を奏しうる。
【０１０６】
　なお、以下のような構成も本開示の技術的範囲に属する。
（１）
　一連の時間の流れを示す表示オブジェクトが表示されるように表示出力部を制御する出
力制御部を備え、
　前記表示オブジェクトは、コンテンツの再生位置を表し、複数の該コンテンツのそれぞ
れに対応する複数の領域を含む、
　情報処理システム。
（２）
　前記出力制御部は、前記オブジェクトに対応する位置へのユーザのポインティング操作
に応じて、前記コンテンツの再生位置を変化させる、
　前記（１）に記載の情報処理システム。
（３）
　前記オブジェクトは前記コンテンツの再生位置を示すインジケータを含み、
　該インジケータは所定の図形に沿って移動し、所定の時間で前記図形を一周するように
移動する、
　前記（２）に記載の情報処理システム。
（４）
　前記所定の時間は、６０分である、
　前記（３）に記載の情報処理システム。
（５）
　前記所定の図形は、多角形、楕円または円である、
　前記（３）または（４）に記載の情報処理システム。
（６）
　前記出力制御部は、コンテンツの再生開始から再生終了までにおける前記インジケータ
の移動範囲に対応して当該コンテンツに対応する領域が表示されるように前記出力部を制
御する、
　前記（３）に記載の情報処理システム。
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（７）
　前記出力制御部は、実時刻に基づいて前記インジケータの位置を制御する、
　前記（３）に記載の情報処理システム。
（８）
　前記出力制御部は、前記コンテンツに対応する画像データから抽出された色情報に基づ
いて、前記コンテンツに対応する前記領域の色情報を決定する、
　前記（１）に記載の情報処理システム。
（９）
　前記出力制御部は、ユーザの操作に基づいて前記複数の領域のサイズを調整する、
　前記（１）～（８）の何れか一項に記載の情報処理システム。
（１０）
　前記出力制御部は、ユーザによって所定の切り替え操作がなされた場合、前記インジケ
ータの可動範囲の内側に存在する所定の内側領域の表示を切り替える、
　前記（３）に記載の情報処理システム。
（１１）
　前記出力制御部は、コンテンツが再生されている間、前記インジケータの可動範囲の内
側に存在する所定の内側領域を回転させる、
　前記（３）に記載の情報処理システム。
（１２）
　前記出力制御部は、ユーザによって所定の停止操作がなされた場合、前記コンテンツの
再生を停止させるとともに前記所定の内側領域の回転を停止させる、
　前記（１０）に記載の情報処理システム。
（１３）
　前記出力制御部は、前記インジケータの可動範囲の内側に存在する所定の内側領域への
オブジェクトを移動させる操作に応じて、前記オブジェクトに対応するコンテンツを再生
対象のコンテンツに追加する、
　前記（１）～（１２）の何れか一項に記載の情報処理システム。
（１４）
　前記出力制御部は、再生対象のコンテンツの再生時間の合計が所定の時間を超える場合
、前記表示オブジェクトの表示を変化させる、
　前記（１）～（１３）の何れか一項に記載の情報処理システム。
（１５）
　前記出力制御部は、前記表示オブジェクトの表示の変化として、前記表示オブジェクト
に含まれる前記複数の領域を調整するためのオブジェクトが表示されるように前記出力部
を制御する
　前記（１４）に記載の情報処理システム。
（１６）
　前記出力制御部は、ユーザによって所定の複数表示操作がなされた場合、第１のコンテ
ンツの再生位置を調整するための第１のインジケータと第２のコンテンツの再生位置を調
整するための第２のインジケータとが表示されるように前記出力部を制御する、
　前記（１）～（１５）の何れか一項に記載の情報処理システム。
（１７）
　前記出力制御部は、前記複数のコンテンツに対応する画像データ群の少なくとも一部が
前記インジケータの可動範囲の内側に存在する所定の内側領域に表示されるように前記出
力部を制御する、
　前記（３）に記載の情報処理システム。
（１８）
　前記出力制御部は、再生中のコンテンツに対応する画像データが表示されるように前記
出力部を制御し、再生中のコンテンツに対応するテキストデータが表示されるように前記
出力部を制御する、
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　前記（１）～（１７）の何れか一項に記載の情報処理システム。
（１９）
　前記出力制御部は、前記画像データから抽出された文字列の色情報に基づいて前記テキ
ストデータの色情報を決定し、前記画像データから抽出された色情報に基づいて前記テキ
ストデータの背景の色情報を決定する、
　前記（１８）に記載の情報処理システム。
（２０）
　一連の時間の流れを示す表示オブジェクトが表示されるように表示出力部を制御するこ
とを含み、
　前記表示オブジェクトは、コンテンツの再生位置を表し、複数の該コンテンツのそれぞ
れに対応する複数の領域を含む、
　情報処理方法。
（２１）
　コンピュータを、
　一連の時間の流れを示す表示オブジェクトが表示されるように表示出力部を制御する出
力制御部を備え、
　前記表示オブジェクトは、コンテンツの再生位置を表し、複数の該コンテンツのそれぞ
れに対応する複数の領域を含む、
　情報処理システムとして機能させるためのプログラム。
【符号の説明】
【０１０７】
　１００（１００ａ～１００ｄ）　情報処理システム
　１１０（１１０ａ～１１０ｄ）　入力部
　１２０　制御部
　１２１　検出部
　１２２　出力制御部
　１３０（１３０ａ～１３０ｄ）　出力部
　１４０（１４０ａ、１４０ｂ）　テーブル
　Ｂｋ　　背景
　Ｃ１～Ｃ１３　コンテンツ
　Ｃｋ（Ｃｋ６、Ｃｋ９、Ｃｋ１２）　実時刻情報
　Ｄｅ　　コンテンツに関連する情報
　Ｇ０～Ｇ５　画像データ
　Ｉｎ　　内側領域
　Ｊ　　　オブジェクト
　Ｍ　　　メニュー
　Ｎ１　　コンテンツ
　Ｏｕ　　外側領域
　Ｐ（Ｐ１、Ｐ２）　操作オブジェクト
　Ｑ　　　図形
　Ｒ０　　シークバー
　Ｒ１～Ｒ１３　領域
　Ｒ１１ａ　領域
　Ｒ１２ａ　領域
　Ｒ３１、Ｒ３１ａ、Ｒ３２、Ｒ３２ａ　領域
　Ｒｓ　　表示オブジェクト
　Ｓｄ　　インジケータ
　Ｓｉ　　インジケータ
　Ｔａ　　文字列
　Ｔｂ　　テキストデータ
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　Ｔｍ１　再生位置
　Ｔｍ２　実時刻情報
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